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審
ゝ

静
樹
磁

響
懲

れ
て
い
る
こ
と
は
ぁ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と

え
ば
、
当
時
小
学
２
年
だ

っ
た
田
辺
俊
彦
君
は
こ
う

書
い
た
。
Λ
原
子
力
は
お

そ
ろ
し
い
。

（略
）
人
間

は
ほ
ろ
び
て
し
ま
う
。
で

も
、
よ
い
こ
と
に
使
え
ば

使
う
ほ
ど
、
人
類
が
幸
福

に
な
り
、
平
和
が
お
と
ず

れ
て
く
る
だ
ろ
う
Ｖ

広
島
が
地
獄
と
な

っ
た

日
か
ら
わ
ず
か
６
年
。
若

い
魂
は
深
い
悲
し
み
と
同

一
時
に
、
新
し
い
科
学
の
可

用
は
原
爆
の
子
と
の
約
束

だ
と
思
い
至

っ
た
。

投
下
直
前

の
８
月
３

日
。
京
都
市
大
理
学
部
物

理
学
科
の
学
生
だ

っ
た
森

さ
ん
は
、
疎
開
せ
ず
に
広

島
市
内
に
い
た
両
親
が
心

配
で
帰
郷
し
た
。
６
日
午

前
２
時
、
医
師
と
し
て
近

く
の
小
学
校
に
詰
め
て
い

た
父
が
帰
宅
。
母
と
３
人
、

配
給
の
砂
糖
で
お
茶
を
飲

ん
だ
の
が
最
後
と
な

っ

た
。
午
前
８
時
１５
分
、
爆

心
地
か
ら
１
計
の
倒
壊
し

た
家
屋
の
下
で
動
か
っ
た

の
は
森
さ
ん

一
人
。
翌
日

・‐‐‐、
延
び
た
の
は
奇
跡
だ

っ

た
。翌

年
に
な

っ
て
大
学
に

戻
り
、
恩
師
で
あ
る
湯
川

秀
樹
博
士
の
下
で
素
粒
子

論
を
修
め
て
卒
業
し
た
。

戦
後
は
何
か
に
突
き
動
か

さ
れ
る
よ
う
に
、
原
子
力

発
電
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

推
進
の
中
心
に
入

っ
て
い

ぐ
。
大
手
出
版
社
に
入
社

し
て
科
学
雑
誌
の
編
集
を

し
な
が
ら
、
物
理
学
者
ら

日
本
の
原
子
力
政
策
を
振
り
返
る
森

一

区
で
、
小
出
洋
平
撮
影

能
性
を
感
じ
て
い
た
。
被

爆
者
で
元
日
本
原
子
力
産

品
格
持
ち
平
和
利
用
を

原
爆
の
怖
さ
を
知
っ
た
日
本
は
、
平
和
利
用
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
核
技
術
を
手
に
す
る
国
に
は
品
格

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
森

一
久

被
爆
し
た
広
島
市
の
少

年
少
女
の
手
記
を
集
め
た

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「原
爆
の

子
六
岩
波
書
店
、
１
９
５

１
年
）
で
、
何
人
か
が

「原

子
力
の
平
和
利
用
」
に
触

業
会
議
副
会
長
の
森

一
久

さ
ん
（８３
）
は
、
戦
後
し
ば

ら
く
し
て
こ
の
本
を
手
に

す
る
。
そ
し
て
、
平
和
利

焼
け
て
脅
と
な

っ
た
父
を

見
つ
け
た
。
母
を
捜
し
て

市
内
を
さ
ま
よ
い
大
量
の

放
射
線
を
浴
び
る
。
生
き

と
平
和
利
用
に
つ
い
て
勉

強
会
を
重
ね
た
。
産
業
界

が
原
子
力
に
前
向
き
だ
と

い
う
話
を
聞
き
つ
け
て
抗

議
に
い
く
う
ち
に
、

５６
年

に
で
き
た
民
間
側
の
推
進

団
体

。
日
本
原
子
力
産
業

会
議
の
中
心
ス
タ

ッ
フ
に

な

っ
て
い
く
。
組
織
の
外

で
批
判
す
る
よ
り
内
側
で

監
視
す
べ
き
だ
と
い
う
判

断
か
ら
だ

っ
た
。
原
子
力

基
本
法
に

「民
主

。
自
主

・
公
開
」
の
平
和
利
用
３

原
則
を
盛
り
込
む
よ
う
強

く
求
め
、
政
府
の
対
米
交

渉
や
日
本
の
原
子
力
研
究

の
拠
点
と
な
る
茨
城
県
東

海
村

へ
の
視
察
に
同
行
も

し
た
。

０４
年
、
国
会
議
の
副
会

長
を
選
任
す
る
ま
で
の
半

世
紀
、
原
子
力
に
か
か
わ

つ
て
き
た
。
日
本
の
原
子

力
政
策
は
、
両
親
を
殺
さ

れ
自
ら
も
死
の
瀬
戸
際
に

追
い
込
ま
れ
た
被
爆
者
を

真
ん
中
に
抱
え
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
森
さ
ん
に
は

恩
師
へ
の
思
い
も
あ
る
。

「日
本
人
の
心
が
原
爆
開

発
に
向
か
わ
な
い
か
、

一

番
心
配
し
て
い
た
の
が
湯

川
先
生
で
し
た
。
核
に
不

感
症
に
な
ら
な
い
か
、
と
」

一　
　
い
ま
世
界
で
は

「原
子

カ
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
起
き

て
い
る
。
原
油
高
騰
や
環

境
問
題
か
ら
原
発
が
見
直

さ
れ
て
い
る
の
だ
。だ
が
、

原
発
が
稼
働
す
れ
ば
核
兵

器
の
原
料
が
で
き
、
リ
ス

ク
は
高
ま

っ
て
い
く
。
「ル

ネ
サ
ン
ス
と
い
う
の
は
精

神
性
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

原
子
力
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
科
学
技
術
に
向
き
合

う
と
き
は
、
晶
格
が
必
要

に
な
る
」

日
本
の
原
発
は
事
故
や

ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
。
森
さ

ん
は
そ
れ
が
悔
し
く
て
な

ら
な
い
。
オ
バ
マ
米
大
統

領
は
プ
ラ
ハ
演
説
で

「核

を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
の

原
子
力
平
和
利
用
」
に
も

触
れ
た
。
い
ま
こ
そ
日
本

の
出
番
で
あ
る
は
ず
な
の

に
。

「最
近
の
原
子
力
関

係
者
は
賣
任
逃
れ
ば
か
り

し
て
い
る
。
平
和
利
用
に

金
力
で
取
り
組
む
と
い
う

原
爆
の
子
と
の
約
束
を
、

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

【滝
野
隆
浩
】

＝
つ
づ
く

毬曝珈 臨)核
兵
器
廃
縫
ヘ

日
本
は
主
導
を

平
和
市
長
総
会
開
会

長
崎
市
で
過
去
最
多
∩

１
３
４
都
市
（１８
カ
園
Ｘ

市
長
ら
が
参
加
し
て
壼
ヘ

れ
た
第
７
回
平
和
市
長
〈

議
総
会
は
１０
日
、
核
兵
準

廃
絶
に
向
け
た
多
国
闘
豪

議
な
ど
を
求
め
る

「ナ
一

サ
キ
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
一

し
、
開
会
し
た
。
次
回
総
人

は
‐３
年
に
広
島
市
で
関
ヽ

れ
る
。
ア
ピ
ー
ル
で
は
、

核
拡
散
防
止
条
約
（Ｎ
一

Ｔ
）
再
検
討
会
議
や
国
一

総
会
な
ど
を
通
し
、
核頓


